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【課題４】 対策の評価方法について 

※本課題は検討すべきことが多いため、「提案」とはせず、全て「研究」とした。 

研究４－１ 

対策実施主体が行う評価 

【想定する実施主体：対策実施主体】 

対策実施主体が対策目標に準じて達成されているか評価し、学校側へ評価結果を説明す

ることを提案する。 

研究４－２ 

学校および対策実施主体が段階的に評価を行う 

【想定する実施主体：学校、市町村教育委員会、対策実施主体】 

対策実施個所が非常に多く「研究４－１」のように対策実施者のみで全ての対策実施個

所の評価を行うことが困難な場合、学校、警察、道路管理者で、以下の手順により段階的

に評価を行うことを提案する。 

①学校側による 1 次評価：対策により意図した安全性向上が見られるかを評価。なお「提

案１－２」や「提案１－３」のように、事故情報やヒヤリハット情報を収集している

場合には、それらの対策前後の変化も考慮して評価することができる。 

［現 状］ 

対策の評価は、ＰＤＣＡサイクルを効果的に運用する上で重要なポイントとなるが、

通学路の交通安全対策では、ほとんど実施されていないのが現状である。一般道路の交

通安全対策のように交通事故件数の比較による評価は難しい。では、誰がどのような方

法で評価するのか。また、市町村によっては大変多くの対策箇所があるが、それらを全

て評価できるのか。等々、様々な問題があり、継続的なチェック体制を整えるためには、

検討すべきことが多い課題である。 
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②上述の方法によって、安全性向上が見られない、もしくは分からない箇所については

「研究４－１」と同様に、対策実施者によって２次評価を行う。 

研究４－３ 

関係主体合同での評価 

【想定する実施主体：学校、市町村教育委員会、警察、道路管理者、自治会】 

毎年もしくは隔年で、特に優先順位の高かった対策実施箇所について、学校、児童、保

護者、警察、道路管理者等が一緒になって通学路を踏査し、点検、対策の評価を行う機会

を設けることを提案する。例えば、何かの行事、例えば授業参観日等に合わせて、皆で下

校しながら点検、対策の評価を行うなどの方法が考えられる。 
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通学路安全推進のためのＰＤＣＡサイクルの一例として、上述した「提案１－１」、「提

案２－１」、「提案３－１」、「研究４－１」を組み合わせたものを以下に示す。 

なお、本ＰＤＣＡサイクルは、来年度の通学路安全推進事業へ参加する自治体において

試行し、その結果を通学路安全推進委員会において検討・議論を行い、内容を改訂してい

く予定である。 

合同点検の実施・対策の検討
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以下のサイクルを２年毎に回していく。 

１ 合同点検の実施・対策の検討（Ｐｌａｎ） 

① 学校側は、平成２４年度緊急合同点検と同様に、通学団会や子ども、保護者からの

情報も考慮しつつ、対策を要望する箇所を危険箇所として挙げる。 

② 学校側で各危険箇所についてチェックシートを記入する。 

通学路安全推進ＰＤＣＡサイクルの例 
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③ 教育委員会、学校、ＰＴＡ、警察、道路管理者などの関係主体を集めた合同協議会

を開催し、学校から挙がってきた危険箇所について、優先順位をつけるべき箇所（歩

道や横断歩道、信号機の新設など関係者との調整に時間を有する対策が必要な箇

所）と付けなくて良い箇所（横断歩道や車道外側線、停止線等の路面表示などの塗

り直しなど比較的短期間に行える対策が必要な箇所）を分別する。 

④ 優先順位を付ける箇所については、合同協議会でチェックシート情報により点数付

けをして優先順位を決定する。 

⑤ 合同協議会で、優先順位の高い箇所について適切な対策の検討を行う。 

２ 対策の実施（Ｄｏ） 

⑥ 優先順位を付けなくても良い箇所は、関係する対策実施主体が対策を実施する。優

先順位を付けた箇所については、前項④～⑤の結果を踏まえ、対策実施主体が対策

を実施する。 

３ 対策の効果把握（Ｃｈｅｃｋ） 

⑦ 各対策箇所について、対策実施主体が、対策により目標とされる効果が出ているか

を評価する。 

⑧ 対策実施主体が評価結果を学校側へ評価結果を説明する。 

４ 対策の改善・充実（Ａｃｔｉｏｎ） 

⑨ 対策の効果が十分に出ていないようであれば、合同協議会で対策の改善について協

議を行い、その結果を次のプランに反映する。 

※  なお、ここでは上述の「提案１－１」、「提案２－１」、「提案３－１」、「研究４－１」

を組み合わせたものを基礎的なＰＤＣＡサイクルの一例として挙げたが、可能性に応じ

て、例えば「提案１－２」や「提案１－３」にあるように事故情報やヒヤリハット情報

を用いるなど、さらに充実させていくことが重要である。 
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他の観点での意見 

【交通安全教育からの観点】 

・優先順位をつけて道路側対策を行うことも重要であるが、それではあくまで対策箇所の

局所的な安全性の向上効果しか望めない。広範囲にわたる安全性を向上するためには、

交通工学的な視点を取り入れた交通安全教育（見通しが悪い道路ではどこを歩くのが良

いか等）などが非常に重要である。 

・子どもに、安全に対する自覚を持たせることで、ハード対策に頼らずに済む場合もある。 

【都市計画からの観点】 

・沿道住民の理解により、安全が確保できる場合もある。通学路沿道住民、通学路周辺住

民が一体となる動きにつながるような活動も必要ではないか。 

・通学路というより、生活道路全般の問題として捉え、すべての歩行者の安全対策として

取り組む課題であるという認識を各自治体がもって予算を組むべきである。そういう要

望を県や国へ発信することを提案する。 

・通学路問題はまちづくりの問題と関わる。地域のまちづくり組織の下部組織として、通

学路安全推進体制を運用するとよい。 

・地域住民が小学生を地域の財産として静かに見守り、交通安全に限らず、様々な情報が

学校へ集まってくる体制づくりが必要である。 

【その他】 

・通学距離や通学環境によっては、バスの利用を考えることも有効である。 

（http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/06050822/001.htm 参照） 
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